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実 験 方 法
1. 供試薬剤 市販特級試薬について,Tablel のごとく,各化合物の配合による組成の溶
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とLたものである｡
2. 本粉に対する処理操作 含水率15%に調整 した,20-30メッシュのスギ辺材木粉 3gを三
角 フラスコにとり,前項の供試液 100mlを加え,密栓して室温▲30〇C に20日間静置したC 処
理液 より木粉をグラスフィルターで炉過 し, 蒸溜水で洗推 し, 洗液を合体 して全量が 500ml
になる如 く調製 し,分析に供 した(
3. 分析方法 前項の洗源液を試料 としてポ-ラログラフィ-による定量分析を行なった｡そ
の方法はつぎのとおりである｡
(1) クロムの定量 試料液 10illを蒸溜水で稀めて 50111とし (原液の Cr濃度 0.004%
に該当), この液 10mlに 2N-NaOH IOmlを加 え,ポ-ラログラムを記録し,還元波の波
高を求涛,別に求めた検量線からクロムの濃度を求めた｡
(2) 銅の定量 クロムの場合 と同様にして求めた還元波の波高から,別に求めた検量線によ
り濃度を求めた｡
(3) ヒ素の定量 試料液 10mlをケルダ-ル分解ぴんにと(,), 濃硫酸 (比重 1.84)5ccを
加え, さらに2.5% 硫酸 ヒ ドラジン 10m1を加え, これを硫酸 ヒドラジンの分解温度 254c
において充分ヒ素の還元を行なうと液は無色となる｡ この液を 50m1の蒸溜水で稀め, 1%ゼ
ラチン0.5111を加え,さらに水で稀めて全量を 100111とした｡ この液を 5111とりポ-ラロ
グラムを記探したOつぎにマイクロピペッ トにより0.1%亜 ヒ酸溶液 0.1mlを添加し,充分ガ
ス摸杵ののち,ポーラログラムを記録 し,後期標準添加法によりヒ素の定量を行なった｡
4. ヒノキ薄片に対する自然上昇浸潤試験 年輪IT10.71mm,比重 0.39,健全木理通直な2×20
×300m11の柾 目薄片を作成 し, 室温 30oC,湿度75%で20日間調湿を行ない, 前記の供試薬
剤液 100111を入れたペ-パクロマ トグラフ用試験ぴん中 に,薄片の下端が液中に 15mm浸漬す
るよう懸垂し,これを室温30ccに24時間静置した｡液体は自然上昇するわけであるが一定時間
後ただちに水の濡れ境界部を記し,呈色反応により化合物の上昇長を求めた｡また別に 2週間
蒸溜水に浸漬 して飽和含水させた薄片を,前記同様の方法で7日間懸垂 し自然上昇せ しめた.｡
なお呈色反応を終った薄片は 1mm トL/イス方眼紙に写 しとり, 両端から 1mm ごとの上
昇長を測定 した｡
5. 呈色試薬 つぎの試薬を各元素の呈色反応に使用 した｡
(1) 銅の三色 ;a-(2-pyrizilazo)-2-naphtholの 0.1%アルコ-ル溶液｡
(2) クロムの呈色 ;ジフェニールジチオカル/;プ トO.2gを氷酢酸 10mlと7ルコ-ル 90ml
の混合溶液にとかした液｡
(t3) フッ素の呈色 ;ジルコニウムオキシクロリド2.5gに塩酸 (比重 1.126)40ccを加え,
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らである｡ ヒ素,重クロム酸塩,フッ化 ソーダの配合からなる WALMAN Salttypeでは,ヒ
素 と重クロム酸塩との配合の場合より固着がかなり低下する｡ これはフッ化ソーダの添加によ
る pH 価の上昇に原因すると考えられ,前報と全 く同じ結果である｡しかしながら,NaF の











































































































































test-solution and leftastheyareduring20days. Woodfibresarefiltered
and washed with distiled water,and then thechemicalsin thesolution
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preservative,the fiXation ofAsisimprovedby theadmixtureofNaBF｡or
NaBF.i,(OH)inplaceofNaF.
OnthesurfaceofthethinboardofJapaneseCypress,theimmersinglength
ofabove-mentioned preservativessolution ismeasured. Theloweredgeof
thin board isdipped in thesolution and leftasitis,andthentheimmer-
singlengthofchemicalsiscon丘rmed with colorreaction. On the air-dried
thinboard,thecolorreactioniscarried outafter24hours,andafter7days
onthewatersaturatedthinboard.TlleObtainedresultsareshoweninT､able
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